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1000 であった。この結果をふまえラット臓器からの RNA 抽出時に細胞数 500 のヒト骨髄間葉
系幹細胞を加え、RT-PCR における陽性対照群とした。静脈投与群では、体外蛍光イメージン
グにて肺、肝臓、脾臓に蛍光がみられ、免疫染色でヒト由来の細胞を肺、肝臓、脾臓、腎臓に認
め、RT-PCR ではすべての主要臓器にヒト遺伝子の発現を認めた。一方、すべての関節内投与
群で生体および体外イメージングにおける主要臓器での蛍光はみられなかった。また RT-PCR
におけるヒト遺伝子の発現や免疫染色でのヒト由来細胞の存在も認めなかった。 
これまで骨髄間葉系幹細胞の全身投与では肝臓、肺、脾臓などにおける捕捉が報告されている
ものの、膝関節内に投与された骨髄間葉系幹細胞の動態については不明であった。本結果より膝
関節内に投与された骨髄間葉系幹細胞は他の主要臓器へ移行しないことが明らかとなった。さら
に膝関節の局所における経時的な移植細胞数の変化とともに、磁気ターゲティングによって関節
内へ注入された移植細胞のほとんどが軟骨欠損部周囲へと集積することが明らかとなり、本法の
有効性、安全性への寄与が推測された。  
 
